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1. Slackと体温検知アプリの連携⼿順

Incoming Webhookは、外部ソースからの情報を簡単にワークスペースと共有する⽅法です。Slackの任意のチャンネルにデータを送信します。

SlackでのIncoming Webhookの設定を⾏います

SlackのApp ディレクトリ（ホーム→アプリケーションを追
加）から、 Incoming Webhookを検索してSlackに追
加を選択します。

アプリケーションを追加Slackのホーム SlackのApp ディレクトリ Incoming Webhook
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2. Slackのチャンネルを紐付け

あらかじめ、通知したいチャンネルを作成しておくと便利です。選択時に、新しいチャンネルをその場で作成することもできます。

Incoming Webhookの設定からSlackに通知したいチャンネルを選択します。

チャンネルを選択後、インテグレーションの
追加を押すことで、チャンネルへの紐付けが
完成します。



© COSMOWAY, INC. All Rights Reserved. | CONFIDENTIAL

3. Webhook URLを体温検知アプリに⼊⼒
Webhook URLが⾃動で⽣成されるので、そのURLをコピーして、体温検知アプリの設定画⾯から外部連携に⼊⼒することで、チャンネルへの
通知設定は終了です。
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4. 判別結果がSlackに通知
通知は、体温検知の判別が終わると、⾃動でリアルタイムにSlackの選択したチャンネルに通知されます。通知は発熱がある場合のみの切り替え
も可能です。


